
スマートケアリンク「みぃるも」
海外ニーズに対応した機器開発と販路の構築

１，課題提案プログラム（２）海外展開枠

令和７年２月２８日

【最終報告書】

令和６年度
ウェルビーイング産業創出促進事業



１，開発内容

独居高齢者を見守る次世代型見守りシステム

「スマートケアリンクみぃるも」
世界で最も速く高齢化が進んでいる国と言われているタイ。そのタイに現地企業から
要望のあった見守りカメラを開発し高齢者見守りシステム「みぃるも」を提案します。

タイ向けにローカライズした「みぃるも」をタイ企業に提案します。

みぃるもの管理画面をタイ語へ変更

カメラを搭載

要望のあった見守りカメラを開発へ

タイ語に対応

みぃるもの呼出ボタンを押下した時
または、

管理者がパソコンから録画ボタンを押下した時
⇩

録画が開始します。

タイの方も操作できるようにしました。

（生活リズムグラフ）

（運動指数） （温度）

（湿度） （照度）



２，実験結果

仕様検証 機器・ソフト改良 タイ訪問機器評価 機器再調整 最終報告

７月～８月 ８月～１０月 １２月 １２月 ２月末１月～２月

開発開始

６月

タイ向けにローカライズした「みぃるも」を
タイ介護事業者に提案しました。

高齢化が急速に進んでいるタイの介護現場では、
ＩＯＴ技術は必須と考えられていて導入に抵抗はない。

「みぃるも」

高い評価を頂きました。

タイ介護事業者に訪問し、高齢者見守りシステム「みぃるも」を提案しました。
（１２月１６日～１８日）

見守りカメラ搭載の「みぃるも」は、提案先で「導入を検討したい」と大好評でした。

≪実施スケジュール≫



【経済的目標】

・地域の雇用を増やす

・地域経済の活性化
・新しいビジネスの創造
・仙台の技術を世界へ
・販売活路を東南アジアへ

【社会的目標】

・安心して暮らせる社会の実現

・コミュニティの創造
・新しい見守りのカタチ
・孤独死、閉じこもりの防止
・介護人手不足の解消

今後の販売計画

《令和７年度》 《令和８年度》 《令和９年度》

・自治体へ提案
・民間施設へ販売

・自治体へ販売
・民間施設の販売拡充

目標：販売台数０台 目標：販売台数５０台 目標：販売台数２００台

【技術的目標】

・安心して暮らせる機器の開発

・国外向けの機器へ挑戦
・仙台の技術をタイへ輸出
そして技術承継へ

・機器の再開発
・販売体制の構築

３，今後の展開

《ウェルビーイングの実現》
高齢化が進む社会において高齢者や家族が

安心して生活できる社会の実現へ

新たに出てきた要望を開発すると伴に、
実験で判明した機器修正の為に「みぃるも」を再開発へ

（カメラ録画をドライブレコーダー方式に）

仙台市生まれの見守り機器をタイに向けて発信！
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